
平成14年10月 道工試構内試験施工 

平成15年10月17日渡島管内七飯町 
軍川道道大沼公園鹿部線(工事区間400m) 
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室内試験による評価 

室内試験項目全てクリア 

耐流動性,すり減り抵抗性 

凍結融解抵抗性等が向上 

期待される効果 

流動轍掘れ等の改善 

 試験施工 

 施工性の検討 

 供用性の検討 
     表層断面の経時変化 

     滑り抵抗の経時変化 
 

地域への波及効果 

廃棄物の大量処理 

厚30mm,幅6m,長
100m 

ホタテガイ使用量6ton 

地域循環システム 

 

アスファルトフィラーへの適用 

道路用資材としての検討 

表層：貝殻入り密粒度アスコン(30mm) 

造成幅員：6m、施工延長：100m 

表層オーバーレイ 

(貝殻入りバージン50：再生50,40mm) 

片車線,施工延長：100m,貝殻粉4ton 
プラント混合時 ： 貝殻粉の閉塞 

  ミキシング時間の増加 

施工性 ： 合材が固い→合材温度を上げた 
施工時の臭気 ： 作業者
が感じる程度 
施工した表層材 ： 密度,DS,すり減り･滑り抵抗問題なし 

供用性 ： ひび割れ等、外観に差はない 

(H15.5)  横断･縦断凹凸量は基準以内 

  滑り抵抗値は基準以内 

表層オーバーレイ： 

(貝殻入りバージン50％：再生50％, 

φ＝40mm, 貝殻粉： 4ton) 

施工領域 ： 片車線×100m  

施工した表層材 ： 密度,DS,すり減り･滑り抵抗問題なし 

国道242号（紋別郡生田原町市街） 

プラント混合時 

 貝殻粉による閉塞  

ミキシング時間の増加 

施工性 

  合材が固い（高粘度） 
→温度上昇→低粘度化 

施工時の臭気 

 少ない→ 

 作業者が感じる程度 

道路用資材としての検討 



ホタテ貝殻を活用したチョーク 

開発機関 北海道立総合研究機構 工業試験場 

   日本理化学工業㈱ 美唄工場 

目 的 

道内で大量に排出されるホタテ貝殻 
 の有効利用とチョークの機能性向上 

 ホタテ貝殻粉末の特徴 
 ・ 主成分は炭酸カルシウム 
 ・ 白色度が高い 
 ・ 形状は棒状粒子 

炭酸カルシウムチョークの製造プロセス 

炭酸カルシウムの一部をホタテ貝殻粉末で代替 
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石灰石由来 
炭酸カルシウム 

粘 結 剤 

水 

ホタテ貝殻粉末 

書き味 

消去性 折損強度 

価 格 

従来炭酸ｶﾙｼｳﾑ品   

ホタテ貝殻活用品 

鮮明さ 

チョークに求められる特性 

特に重要な特性 
・書き味（滑らかさ、運筆の軽さ） 
・消去性（消しやすさ） 
・描線の鮮明さ 
・色彩 
・折損強度  
・有害物質が含まれないこと（カドミウム,クロム,鉛,水銀 など） 

ホタテ貝殻活用チョークの商品化 

従来炭酸カルシウムチョークに比べ   

        『書き味』，『鮮明さ』を向上 ホタテ貝殻活用チョークは他チョークに比べ描線が鮮明 

製品特性① 描線の鮮明さ 

0.5mm 

従来炭酸カルシウムチョーク 

0.5mm 0.5mm 

石膏チョーク 

0.5mm 

ホタテ貝殻活用チョーク 

製品特性② 消去性 

消去性は従来品炭酸カルシウムチョークと同様に良好 

消去後 

消去前 

ホタテ貝殻配合 従来炭酸カルシ
ウム 

石 膏 



 特許第4565074号 発明の名称 チョーク 
                        H１７年８月から全国発売 
従来の炭酸カルシウムチョークと比較し、書き味，黒板への載り（鮮明さ）を向上 
日本理化学工業(株)にて、5500万本／年を製造（チョークの国内使用量、３億本／年） 

calcite 

aragonite 

vaterite 

石灰系廃棄物からの炭酸カルシウムの合成 

ホタテ貝殻を使用した商品例 

 北海道の基幹産業である製糖工業は，砂糖の国内生産の82％，国内総需要の30％を
生産していますが（H19），精糖工程から年間約20万トンの炭酸カルシウム汚泥（ライム
ケーキ）が発生し，9万トン(43％)を畑草地土壌の酸度矯正資材，4.5万トン(20％)をセメン
ト原料に活用していますが，残り7万トン((35％)は埋立処分しており，用地取得・造成，若
しくは処分費などの経費が発生しています。 

研究開発の背景 



 製糖工業から発生する炭酸カルシウム汚泥（以下，ライムケーキ
と称する）を用いて，高い脱HCl・脱SO2性能を有する排煙処理剤
を，安価にかつ容易に製造する技術を開発する。 

 また，試作消石灰の排煙処理特性，並びに，汚水浄化処理特性
について評価し，用途開拓を図る。  

技術開発の目的 

排出状況 

ライムケーキの性質 
粒度分布 

熱分析結果 

粒子形状 

31.7 

42.8 

57.1 

100℃： 
 水分蒸発(-31.7) 
  

550℃： 
 有機分燃焼(-8.5) 
  

750℃ 

 CaCO3 → 

 CaO+CO2↑(-24.7) 
   

消化： 
 CaO + H2O → 

 Ca(OH)2  (+10.4) 

ライムケーキ焼成物（生石灰）SEM写真 

消化試験の概要 各種生石灰の消化速度 

CaO ： 100g 

H2O ： 400mL(25℃) 
低温焼成した一次粒子径の小さなCaOほど 

水と速やかに反応するため，水温上昇速度が速い 

CaO + H2O → Ca(OH)2 + 15.57kcal 

各種消石灰の性状と脱硫特性 
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各種消石灰のSO2除去性能試験結果 各種消石灰のHCl除去性能試験結果 

各種消石灰の排煙処理性能 


